
黙想の家・若者たちを
教会の宝に
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謹 賀 新 年
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　教
区
の
皆
様
、
恩
人
・
友
人
、
教
区
出
身
者
ま
た
那
覇
教
区
報
「
南
の
光
明
」
の

読
者
の
皆
様
に
年
の
始
ま
り
に
あ
た
り
、
い
つ
く
し
み
深
い
神
の
祝
福
と
平
和
を

今
年
の
日
々
の
ミ
サ
で
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
イ
エ
ス
は
神
で
あ
り
な
が
ら
、
わ
た
し

た
ち
と
共
に
歩
む
た
め
に
、
自
ら
へ
り
下

り
人
間
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
神
秘
を

わ
た
し
た
ち
は
、
数
日
前
に
救
い
主
の
ご

降
誕
・
ク
リ
ス
マ
ス
と
し
て
祝
い
ま
し
た
。

教
会
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
喜
び
と
平
和
を
受

け
て
新
年
を
迎
え
、
新
た
な
心
で
信
仰
の

歩
み
を
始
め
ま
す
。

　
今
年
は
ま
た
日
本
の
教
会
に
と
っ
て
め

で
た
い
年
で
す
。
永
年
待
た
れ
た
ユ
ス
ト
・

高
山
右
近
の
列
福
式
が
来
た
る
二
月
七
日

に
大
阪
大
司
教
区
で
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

四
百
年
の
時
を
越
え
、
今
に
信
仰
の
証
し

人
と
し
て
わ
た
し
た
ち
に
勇
気
と
希
望
を

与
え
続
け
て
い
る
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
列

福
は
日
本
の
教
会
に
と
り
大
き
な
喜
び
で

す
。

　
信
仰
の
自
由
に
恵
ま
れ
た
現
代
の
わ
た

く
し
た
ち
は
、
世
の
富
や
名
誉
、
権
力
よ

り
も
神
へ
の
愛
と
信
仰
を
命
に
か
え
て
大

切
に
し
た
右
近
の
人
生
に
学
び
信
仰
の
歩

み
を
、
ま
た
新
た
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

福
者
と
な
る
右
近
は
、
神
と
共
に
歩
む
豊

か
な
霊
性
を
通
し
て
自
分
を
取
り
巻
く
多

く
の
人
に
神
の
愛
を
証
し
し
ま
し
た
。
彼

は
迫
害
に
耐
え
、
祖
国
を
追
わ
れ
て
も
信

仰
を
貫
き
、
神
の
祝
福
、
賛
美
と
感
謝
、

祈
り
、
平
和
と
喜
び
に
満
た
さ
れ
て
異
国

の
地
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
高
山
右
近
の
取
り
次
ぎ
を
祈
り
な
が
ら
、

わ
た
く
し
た
ち
も
信
仰
の
歩
み
を
、
ま
た

新
た
に
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
次
回
の
シ
ノ
ド

ス（
世
界
代
表
司
教
会
議
）
の
テ
ー
マ
に「
若

者
」
を
選
ば
れ
ま
し
た
。
教
会
の
未
来
・
若

者
た
ち
に
光
を
当
て
て
、
わ
た
く
し
た
ち

も
今
年
の
教
区
目
標
に
《
黙
想
の
家
・
若
者

た
ち
を
教
会
の
宝
に
》
を
掲
げ
ま
す
。
若

者
は
常
に
社
会
で
も
教
会
で
も
希
望
の
し

る
し
、
活
力
の
源
で
あ
り
、
ま
た
、
子
ど

も
・
若
者
な
し
に
は
教
会
の
未
来
は
あ
り
え

な
い
か
ら
で
す
。

　
今
年
、
那
覇
教
区
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が

子
や
孫
に
受
け
継
が
れ
て
五
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
子
ど
も
た
ち
の

信
仰
の
ふ
る
さ
と
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ー
チ
と

黙
想
の
家
に
注
目
し
て
も
ら
い
ま
す
。
黙

想
の
家
は
ビ
ー
チ
の
潮
風
を
受
け
、
ま
た

五
十
年
の
風
雨
に
耐
え
て
今
や
老
朽
化
が

ひ
ど
く
危
険
を
伴
う
状
態
で
、
早
急
な
改

修
を
要
し
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
・
教
会
は
若
者
と
と
も
に
歩

む
と
き
、
八
十
歳
、
九
十
歳
で
も
、
い
つ

も
若
々
し
い
心
で
信
仰
を
生
き
る
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
ま
た
聖
霊
の
息
吹
を
受
け

て
常
に
力
強
く
生
き
る
べ
き
で
す
。

　
教
区
の
若
者
の
皆
さ
ん
、
教
会
は
皆
さ

ん
か
ら
希
望
と
喜
び
と
力
を
も
ら
い
ま
す
。

日
本
を
訪
れ
た
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世

の
皆
さ
ん
へ
の
言
葉
を
思
い
起
こ
し
て
く

だ
さ
い
。「
神
の
助
け
の
も
と
に
、
未
来
は

皆
さ
ん
の
手
の
中
に
あ
る
の
で
す
。
未
来

は
、
皆
さ
ん
の
も
の
で
す
」
（
日
本
の
若
者
た

ち
へ
の
言
葉
）
。

　
教
区
の
皆
さ
ん
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

五
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
教

区
は
今
年
黙
想
の
家
の
改
修
工
事
を
行
い

ま
す
の
で
、
惜
し
み
な
い
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
た
な
年
の
始
ま
り
に
、
皆
様
の
信
仰

の
歩
み
を
教
会
の
母
・
聖
マ
リ
ア
の
ご
保
護

に
委
ね
て
、
豊
か
な
祝
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
あ
ら
た
め
て
謹
賀
新
年
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★
信
仰
の
歩
み

★
教
区
目
標
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By: Bishop Berard T. Oshikawa, OFM Conv.

Let us begin with newness ! ! !
Jesus though he is God became man to live amongst 
us. This was what we have celebrated some days ago, 
the birth of our saviour, the celebration of Christmas. 
The Church receives the joy and peace as it welcomes 
the New Year. Let us begin with a new heart of faith. 
     On February 7, 2017 at Osaka diocese the long 
awaited beatification of Takayama Ukon a Christian 
warlord who was ousted from Japan in the early 17th 
century, he was born in 1552 was baptized at the age 
of 12. Following the Tokugawa feudal government’s 
ban on Christianity, he was exiled to Manila in 1614 
and died of disease the following year. The approval of 
Takayama as beatus, or blessed, the stage below a 
saint, followed the a campaign by Catholics in Japan 
for even if 400 years ago have passed the way he 
lived serves as a light that still shines on the people of 
the present time. This beatification gives the Japanese 
Church a great joy. 
     This modern era we are enjoying the free practice 
of faith/religion. It is not honor or power but loving 
God and having faith that we can learn from Takaya-
ma Ukons’ faith life which I think we can learn 
something new. Takayama Ukon who will soon be 
beatified as “blessed” with the grace of God and his 
spirituality gave witnessed to a lot of people about 
Gods love through his life. He endured the persecution 
even left his motherland to give value to his faith. He 
passed away in a foreign land with Gods’ blessing, 
praising,  thanking, praying, having peace and 
abundant joy. Through the intercession of Takayama 
Ukon let us also renew our faith life and live with the 
example he have walked. 

     This year our diocesan aim is in correlation with 
the declaration of His Holiness Pope Francis that the 
next synod of bishops will focus on the “Young people, 
faith and vocational discernment”. The church and 
even the society hope are the young people. The 
Church gives emphasis on the young people for 
without them the church future is at stake. This year, 
the diocese of Naha Summer camp is celebrating its 
50th anniversary. The event is dedicated for the 
catechesis and camaraderie of our younger generation 
within the diocese. The building where it is held every 
year, together with the first attendees of this camp 
have grown in age. The mission beach where it stands 
is a home for every campers who have attended the 
diocesan summer camp. It is where they felt they are 
not few, but there are others like them with the same 
faith from different parishes. It is where our children 
find friends they can call with the same belief as they 
are brought to by their parents. The retreat house is a 
symbol of faith for our children and young people that 
look forward of the yearly camp. But the structure 
needs some repairs due to its present condition. 
Together as one family in this diocese let us help in 
the big projects that are coming concerning the retreat 
house “moku sou no ie” fund raising activities. It is not 
only the concern of the Young people but even us, we 
maybe 80, 90 years old we all hope for our young 
people to cont inue the fa i th and pass i t  from 
generation to generation. 
     Let us start renewing our faith and helping the 
faith to be passed from generation to generation. 
Happy New Year ! ! !

SLRC Migrants Office Island Activity

******************************************************************************************

Christmas with the Miyako Community Baptism of Mathew Chinen at Ie Island 

日　時：  2017 年 １月２１日（土）
                      ・ 代議員会   午後１時
                      ・  講話           午後２時   講師 押川壽夫司教      
                      ・   懇親会     午後３時 （一品持ち寄りです。）
場　所： 安里教会
    　　　     2017 年のスタートを有意義にするため、多くの皆さん
               の参加をお願いします。久しぶりの顔合わせを楽しみ
               ましょう。今年は、場所は安里教会になりました。

教区女性の会　新年会のお知らせ 那覇教区平和委員会

問い合わせ　平和委員会   ☎090-3339-6474（谷）

日　時 ： 1月29日（日）　午後2時～4時
場　所 ： 安里教会
講　師 ： 島袋　夏子　（琉球朝日放送記者）
テーマ ： 「枯葉剤を浴びた島2」

1月
例会

～ドラム缶が語る終わらない戦争 ～
（日本民間放送連盟テレビ部門最優秀賞受賞）
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沖
縄
の
冬
は
陽
だ
ま
り
に
居
る
よ
う
な
心
地

よ
さ
で
「
ず
っ
と
今
の
季
節
だ
と
良
い
ネ
」
と

友
人
た
ち
と
他
愛
の
な
い
オ
シ
ャ
ベ
リ
を
し
な

が
ら
車
で
北
部
へ
向
か
っ
た
。

　

十
二
月
の
平
和
学
習
の
目
的
地
は
屋
我
地
の

愛
楽
園
。
到
着
し
て
、
ま
ず
、
園
の
信
徒
の
方

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
谷
司
教
様
司
式
の
ご
ミ
サ

に
与
っ
た
。

　

そ
の
後
、
交
流
会
館
を
訪
れ
た
。
そ
こ
は
資

料
館
に
な
っ
て
い
て
、
担
当
の
方
か
ら
、
戦
前

戦
後
に
わ
た
っ
て
入
園
者
の
方
た
ち
の
想
像
を

絶
す
る
過
酷
な
歴

史
が
あ
っ
た
事

の
説
明
を
受
け

た
。
不
条
理
な
国

の
政
策
に
よ
っ
て

偏
見
、
迫
害
の
中

で
暮
ら
し
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
人
た
ち
を
思
う
と
胸
が
締
め
付
け
ら

れ
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
園
を
取
り
ま
く
美

し
い
風
景
が
悲
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

平
和
学
習
は
一
日
だ
け
の
参
加
で
帰
路
に
就

い
た
が
、
十
何
年
か
前
に
中
北
部
教
会
の
新
年

会
で
、
愛
楽
園
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
た
。
名
護
教
会
、
石
川
教
会
、
具
志
川
教

会
の
三
教
会
が
、
持
ち
回
り
の
担
当
で
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
交
流
、
親
睦
を
中
心
に
し
た
こ

の
集
い
は
実
に
楽
し
く
年
が
明
け
る
と
皆
が
心

待
ち
に
し
て
い
る
恒
例
の
行
事
で
あ
る
。

　

特
に
名
護
教
会
が
担
当
で
、
愛
楽
園
で
開
催

さ
れ
た
時
は
参
加
者
も
多
く
、
抽
選
会
あ
り
、

踊
り
あ
り
、
歌
サ
ン
シ
ン
、
カ
ラ
オ
ケ
と
盛
り

沢
山
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
そ

ろ
そ
ろ
お
別
れ
と
い
う
時
、「
同
じ
姓
で
す
」

と
自
己
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
方
が
「
い
つ
も
燃

え
て
い
な
さ
い
」
と
力
強
い
言
葉
を
く
だ
さ
っ

た
。
ド
ー
ン
と
胸
に
響
く
こ
の
こ
と
ば
の
重
み

に
圧
倒
さ
れ
、
そ
の
一
瞬
の
時
間
が
深
く
心
に

刻
ま
れ
た
。
信
仰
に
生
き
希
望
を
失
わ
ず
心
を

燃
や
し
て
生
き
る
人
は
、
ど
ん
な
環
境
、
ど
ん

な
試
練
の
中
に
あ
っ

て
も
真
っ
直
ぐ
な
視

線
を
持
っ
て
す
べ
て

を
受
け
止
め
、
出
会

う
人
の
心
に
灯
を
点

す
、
そ
の
柔
ら
か
な

表
情
を
美
し
い
と
感

じ
た
。
も
う
一
人
の

方
は
、
新
婚
二
年
で
発
病
、
昭
和
十
七
年
に
奥

さ
ん
に
伴
わ
れ
入
園
、「
二
、三
年
で
治
り
ま
す

よ
」
と
い
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
戦
時
中
で
の

栄
養
失
調
や
重
労
働
が
原
因
で
失
明
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
園
を
出
る
事
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

し
か
し
彼
は
長
い
人
生
で
し
っ
か
り
と
足
跡
を

残
し
た
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
者
で
あ
っ
た
先
輩
の
天
久

さ
ん
と
の
三
味
線
の
出
会
い
か
ら
始
ま
り
、
月

一
回
来
て
下
さ
る
ア
ー
ミ
ン
神
父
様
、
有
馬
伝

道
師
の
ミ
サ
に
参
加
。「
口
で
は
言
い
あ
ら
わ

せ
な
い
程
の
安
ら
ぎ
を
覚
え
た
」
と
公
教
要
理

の
勉
強
を
始
め
愛
楽
園
最
初
の
受
洗
者
と
な
っ

た
。

　

三
味
線
で
は
師
範
の
免
許
を
取
り
弟
子
に
教

え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
他
に
も
、
原
田
道
雄
の

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
詠
ん
だ
短
歌
を
歌
集
「
海
鳴
」

と
し
て
七
十
七
歳
で
出
版
。

　

新
妻
に
隠
さ
ず
病
打
ち
明
け
し

　

せ
せ
ら
ぎ
の
清
き
流
れ
の
ほ
と
り

初
期
の
歌
か
ら
信
仰
生
活
を
詠
ん
だ
。

　

一
人
来
て
祭
壇
に
灯
す
ロ
ー
ソ
ク
の

　

光
が
見
え
ぬ
目
に
灯
る

社
会
に
も
目
を
向
け
た
。

　

主
席
室
に
居
座
り
陳
情
つ
づ
け
居
る

　

土
地
奪
わ
れ
し
伊
江
島
の
人
ら

と
広
い
視
野
で
真
実
を
見
続
け
人
生
の
折
々
を

詠
み
続
け
て
き
た
。

　

言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
試
練
を
神
へ
の
信

頼
と
忍
耐
を
も
っ
て
乗
り
越
え
て
来
た
園
の
皆

さ
ん
の
穏
や
か
な
笑
顔
が
、
い
つ
く
し
み
の
イ

エ
ス
の
ま
な
ざ
し
に
重
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

た
。

　
「
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
艱
難
さ
え
も
喜

ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
艱
難
が
忍
耐
を
生
み

出
し
、
忍
耐
が
練
ら
れ
た
品
性
を
生
み
出
し
、

練
ら
れ
た
品
性
が
希
望
を
生
み
出
す
と
知
っ
て

い
る
か
ら
で
す
」（
ロ
マ
５
・
三
～
四
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
和
学
習
の
愛
楽
園
訪
問
で
、
記
憶
の
中
の

素
晴
ら
し
い
信
仰
の
先
輩
方
と
出
会
い
、
学
び
、

感
動
し
た
事
を
新
し
い
年
の
希
望
に
繋
げ
て
行

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

燃
え
て
い
な
さ
い

具
志
川
教
会 

　
高
江
洲
政
子

『レクイエム』を祈り歌う集い
広島より中井郁夫先生をお迎えし、レクイエムを学び

ミサの流れに沿って、祈り歌います。

日　時 : 2017 年 1 月 31 日（火曜日） 午後 2 時～ 4 時｠ 

場　所 : カトリック泡瀬教会｠｠｠ 

■中井郁夫プロフィール
　エリザベト音大宗教音楽学卒、エリザベト音大オルガン構造学担当、
　カトリック金剛教会、宇部教会にてグレゴリオ聖歌指導、日本グレゴ
　リオ聖歌学会会員

洗礼

初聖体

おめでとうございますおめでとうございます

マテオ　　　　　　　　　知念　蓮大

アシジのフランシスコ　　宮城　清次

名護教会

名護教会

れ お

フランシスコ・ザビエル　與那嶺幸太
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私
た
ち
は
二
〇
一
七
年
を
迎
え
ま

し
た
。
神
の
恵
み
が
私
た
ち
の
上
に

注
が
れ
る
よ
う
に
共
に
願
い
祈
り
ま

し
ょ
う
。

「
主
が
あ
な
た
を
祝
福
し
、
あ
な
た

を
守
ら
れ
る
よ
う
に
。

主
が
御
顔
を
向
け
て
あ
な
た
を
照
ら

し
、
あ
な
た
に
恵
み
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
に
。

主
が
御
顔
を
あ
な
た
に
向
け
て
、
あ

な
た
に
平
安
を
賜
る
よ
う
に
」（
民
数

記
６
・
二
十
四
～
二
十
六
）。

　

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
が
世
間
を

席
巻
し
ま
し
た
。
し
か

し
喜
び
の
準
備
や
騒
々

し
い
祝
い
は
、
す
ぐ
に

過
去
の
も
の
と
な
り
、

多
忙
な
日
常
生
活
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
心

温
ま
る
親
族
会
や
プ
レ

ゼ
ン
ト
交
換
も
過
ぎ
去

り
、
愛
す
る
人
を
失
い
、

輝
か
し
い
想
い
出
も
消

え
う
せ
、
所
有
し
て
い

た
財
産
も
な
く
な
り
、

心
が
張
り
裂
け
ん
ば
か

り
の
現
実
に
取
っ
て
代

わ
ら
れ
ま
し
た
。
人
生
の
厳
し
い
現

実
は
、
神
が
私
た
ち
を
忘
れ
、
遠
く

で
休
ん
で
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
神

は
お
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
さ

え
感
じ
さ
せ
ま
す
。
希
望
は
失
望
へ
、

光
は
暗
闇
へ
、
命
は
死
へ
と
飲
み
込

ま
れ
ま
す
。
歓
楽
と
踊
り
は
、
毎
日

の
存
在
の
単
調
さ
を
悼
む
よ
う
で
も

あ
り
、
さ
ら
に
い
っ
そ
う
悪
く
な
る

ば
か
り
で
す
。

　

私
た
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
と
っ

て
新
年
は
特
別
な
形
で
始
ま
り
ま
す
。 　

　

私
た
ち
の
母
で
あ
る
聖
マ
リ
ア

が
、
厳
か
に
、
聖
家
族
の
物
語
を
私

た
ち
に
話
し
て
く
だ
さ
る
の
で
す
。　

　

私
た
ち
は
、
神
の
恵
み
に
よ
っ
て

選
ば
れ
、
神
の
家
族
と
し
て
新
し
い

年
を
始
め
る
よ
う
に
招
か
れ
、
歓
迎

さ
れ
て
お
り
、
神
の
恵
み
を
否
定
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
聖
マ
リ
ア
を
母
と
し

て
、
保
護
者
と
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
聖
マ
リ
ア
の
模
範
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
は
、
神
の
恵
み
に
相
応
し
く

人
生
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

導
い
て
い
た
だ
く
の
で
す
。

　

聖
マ
リ
ア
と
聖
ヨ
ゼ
フ
は
、
私
た

ち
が
二
〇
一
七
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
な
人
生
の

目
標
を
抱
い
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
イ
エ
ス
の
誕
生
を
授
か
っ
た
喜

び
、
羊
飼
い
と
東
方
の
三
博
士
の
驚

く
べ
き
訪
問
、
神
の
約
束
が
始
ま
る

と
い
う
興
奮
、
し
か
し
、
そ
の
後
聖

家
族
は
す
ぐ
に
エ
ジ
プ
ト
へ
と
逃
げ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼

ら
の
栄
光
は
す
ぐ
に
過
ぎ
去
り
、
貧

困
と
人
び
と
の
記
憶
か
ら
の
忘
却
と

い
う
現
実
だ
け
が
残
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
聖
マ
リ
ア
と
聖
ヨ
ゼ
フ

に
と
っ
て
、
神
は
約
束
を
お
忘
れ
に

な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
よ

う
に
仕
向
け
ら
れ
た
重
大
な
誘
惑
で

あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
天
使

が
夢
で
告
げ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
他
に

何
も
信
じ
る
拠
り
所
が
な
っ
た
こ
と

は
、
彼
ら
に
と
っ
て
大
き
な
試
み
で

あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

人
生
の
あ
ら
ゆ
る
起
伏
に
お
い

て
、
聖
家
族
は
試
さ
れ
ま
し
た
。
聖

マ
リ
ア
と
聖
ヨ
ゼ
フ
に
は
、神
へ
「
は

い
」
と
応
え
る
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど

の
犠
牲
を
伴
う
も
の
で
あ
る
の
か
、

完
全
に
は
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
神
の
手
を
取
る
の

を
止
め
、
撒
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
刈
り
取
る
の
を
止
め
る
こ
と
の
方

が
容
易
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

確
か
に
、
聖
な
る
カ
ッ
プ
ル
に

と
っ
て
、
踊
る
の
を
止
め
、
神
に
従

う
こ
と
を
止
め
る
こ
と
は
容
易
い
こ

と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
な
の
に
、
ま
た
、
そ
れ
で
も
、
彼

ら
は
神
の
ご
計
画
に
従
っ
て
自
分
た

ち
の
家
庭
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
優

先
し
ま
し
た
。
彼
ら
が
無
力
で
あ
る

と
感
じ
た
と
き
、
神
の
力
が
彼
ら
を

覆
い
、
彼
ら
を
導
い
て
く
れ
ま
し
た
。

彼
ら
が
妨
害
さ
れ
、
混
乱
し
た
と
き

に
も
、
神
の
平
和
が
彼
ら
の
心
に
留

ま
り
、
彼
ら
を
落
ち
着
か
せ
ま
し
た
。

彼
ら
は
、
人
生
で
直
面
す
る
全
て
の

事
柄
に
、
新
た
に
「
は
い
」
と
応
え

て
神
へ
の
従
順
の
道
を
歩
み
続
け
ま

し
た
。

　

彼
ら
は
信
頼
の
心
で
神
に
向
か
う

生
活
を
送
り
続
け
ま
し
た
。
彼
ら
は

決
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
の
贈
り
物
の
本

当
の
意
味
を
見
失
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
神
ご
自
身
が
彼
ら
と
共
に
お
ら

れ
た
の
で
す
。

　

神
が
そ
の
弟
子
と
な
る
よ
う
呼
び

出
し
、
彼
ら
が
そ
れ
に
応
え
た
ま
さ

し
く
そ
の
場
所
で
、
彼
ら
は
生
活
の

環
境
を
整
え
、
家
族
の
歩
み
を
始
め

ま
し
た
。
貧
困
の
中
に
あ
っ
て
も
、

聖
マ
リ
ア
と
聖
ヨ
ゼ
フ
は
、
寛
大
に

家
族
の
た
め
に
人
生
を
分
か
ち
合

い
、
忠
実
に
彼
ら
自
身
を
捧
げ
、
無

私
の
愛
情
と
あ
わ
れ
み
深
い
心
で
、

家
族
に
尽
く
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
人

生
は
、
根
本
的
に
忠
実
さ
の
証
し
で

あ
り
、
無
条
件
の
愛
と
、
神
に
心
を

開
く
人
々
に
与
え
ら
れ
る
神
の
力
の

証
明
で
し
た
。
彼
ら
の
人
生
は
、
神

へ
の
忠
実
と
感
謝
、
神
と
踊
り
、
神

の
神
秘
的
な
み
旨
の
証
人
と
し
て
の

働
き
で
し
た
。
聖
マ
リ
ア
と
聖
ヨ
ゼ

フ
の
聖
な
る
カ
ッ
プ
ル
の
物
語
は
、

私
た
ち
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
な
り
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
家
庭

を
築
い
て
い
く
上
で
の
大
切
な
教
え

で
あ
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
り
、
私

た
ち
が
聖
な
る
カ
ッ
プ
ル
を
真
似
て

応
え
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

私
た
ち
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
お
よ
び

そ
れ
が
私
た
ち
に
も
た
ら
す
善
に
つ

い
て
懐
疑
的
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝

セナドール・ルマンダス神父
読谷教会　主任司祭

神 の 恵 み が

私 た ち の う え に
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う
特
別
な
理
由
す
ら
見
出
せ
な
い
で

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち

は
、
た
ぶ
ん
、
ク
リ
ス
マ
ス
が
、
単

に
私
た
ち
の
空
の
胃
を
満
た
す
た
め

の
、
ま
た
治
ら
な
い
心
臓
病
患
者
に

希
望
を
与
え
る
た
め
に
話
さ
れ
た
こ

じ
つ
け
話
の
よ
う
な
も
の
だ
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
使
用
料
を
払
う

た
め
の
十
分
な
お
金
や
、
テ
ー
ブ
ル

に
置
く
食
料
を
買
う
た
め
の
十
分
な

お
金
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
探
し
、

家
族
が
共
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の

十
分
な
愛
情
が
な
い
状
況
に
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
結
局
、
私
た
ち

は
、
イ
エ
ス
は
ど
こ
に
お
ら
れ
る
の

か
と
か
、
神
は
私
た
ち
と
共
に
い
て

は
く
だ
さ
ら
な
い
の
か
？
と
疑
い
を

抱
く
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
私
た

ち
は
、
自
分
の
人
生
の
全
盛
期
に
い

よ
う
が
、
ま
た
は
最
も
脆
弱
な
時
期

に
い
よ
う
が
、
私
た
ち
自
身
の
計
画

を
破
棄
し
て
、
神
の
計
画
が
現
わ
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
は
、
親
し
み
の
あ
る
環
境
で

あ
れ
、
知
ら
な
い
土
地
で
あ
れ
、
居

心
地
の
悪
い
環
境
に
あ
っ
て
も
、
救

い
主
の
誕
生
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
そ
う
し
て
、
イ
エ
ス

の
あ
わ
れ
み
が
す
べ
て
の
人
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
私
た
ち
は
、
無
私
の
愛
に
お
け

る
家
族
と
し
て
形
成
さ
れ
、
祝
祭
の

機
会
に
あ
っ
て
も
、
十
字
架
の
足
元

に
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
は
イ
エ
ス
の

弟
子
と
し
て
自
分
自
身
を
示
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。 

私
た
ち
は
、
さ

ら
に
大
き
な
こ
と
も
果
た
し
得
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
私
た
ち
は
、

聖
マ
リ
ア
と
聖
ヨ
ゼ
フ
が
、
ど
の
よ

う
な
信
頼
と
忠
実
、
お
よ
び
寛
大
な

心
を
持
っ
て
生
活
し
た
か
、
神
に
よ

り
継
続
的
に
形
造
ら
れ
、
刷
新
さ
れ

て
い
っ
た
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。
私
た
ち
は
、
神
の
招
き

を
受
け
入
れ
て
勇
気
を
い
た
だ
き
ま

す
し
、
神
の
手
を
取
っ
て
踊
る
こ
と

さ
え
も
で
き
る
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら

私
た
ち
は
、
聖
マ
リ
ア
と
聖
ヨ
ゼ
フ

の
人
生
に
お
い
て
語
ら
れ
た
神
の
言

葉
が
何
で
あ
れ
、
神
は
決
し
て
偽
り

の
言
葉
を
口
に
し
な
か
っ
た
こ
と
を

知
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
た
ち

は
勇
敢
に
、
傷
つ
い
た
自
分
自
身
の

ま
ま
教
会
へ
と
赴
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
私
た
ち
は
、
聖
マ
リ

ア
と
聖
ヨ
ゼ
フ
の
う
ち
に
、
神
が
私

た
ち
す
べ
て
を
神
の
子
ど
も
と
し
て

集
め
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

私
た
ち
が
互
い
に
集
い
、
新
年
を

祝
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
神
に
「
は
い
」
と
応
え
た
、
聖

マ
リ
ア
と
聖
ヨ
ゼ
フ
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
新
し
い
祝
祭
を
祝
う
よ
う

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
新
年
を
神
の

教
会
で
あ
る
私
た
ち
の
お
祝
い
と
い

た
し
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
が
、
教
会

員
と
し
て
新
年
を
祝
う
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
、
神
の
あ
わ
れ
み
と
、

神
へ
の
従
順
、
一
致
と
理
解
、
お
よ

び
互
い
の
信
頼
に
よ
っ
て
神
を
証
し

す
る
こ
と
に
努
め
る
神
の
家
族
の
お

祝
い
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

現
代
世
界
に
あ
っ
て
は
、
信
仰
の

最
初
の
学
校
と
し
て
の
家
族
、
お
よ

び
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
最
初
の
場
と

し
て
の
家
族
の
重
要
性
と
威
厳
が
、

親
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
行
使
す
べ

き
義
務
の
怠
慢
や
物
質
主
義
に
よ
る

宗
教
へ
の
無
関
心
に
よ
っ
て
、
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
子
供
の
最
初
の
キ
リ
ス

ト
教
教
育
の
先
生
で
あ
る
べ
き
両
親

も
、
何
か
漠
然
と
怠
慢
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
お
け
る
キ
リ
ス

ト
教
共
同
体
の
最
も
本
質
的
な
要
素

は
、
私
た
ち
が
生
を
受
け
た
家
庭
に

あ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
故
に
教
会
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
聖
家
族
を
祝

う
よ
う
私
た
ち
を
招
く
の
で
す
。
こ

れ
は
、
教
会
生
活
の
基
本
的
な
集
団

と
し
て
の
家
族
の
重
要
性
と
聖
性
を

示
す
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
私
た

ち
の
家
庭
と
生
活
を
、
ナ
ザ
レ
の
聖

家
族
を
模
範
と
す
る
よ
う
に
招
か
れ

て
い
ま
す
。
家
庭
生
活
は
、
一
つ
屋

根
の
下
で
、
両
親
と
子
ど
も
た
ち
に

よ
っ
て
織
り
成
さ
れ
る
フ
ル
タ
イ
ム

の
仕
事
で
す
。
家
族
が
愛
と
調
和
の

う
ち
に
互
い
の
心
を
合
わ
せ
て
い

く
の
で
す
。
も
し
す
べ
て
の
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
家
庭
で
こ
う
し
た
こ
と
が
な

さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
豊
か
な

キ
リ
ス
ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
見
出
さ

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
両
親
は
、
言

葉
と
模
範
に
よ
っ
て
子
ど
も
た
ち
に

教
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
家
族

に
愛
を
注
が
ず
、
優
し
さ
を
示
す
こ

と
も
な
く
、
不
平
ば
か
り
を
口
に
す

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
家
庭
に
愛

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
家
庭

は
、
家
族
で
は
な
く
、
単
に
生
活
の

場
を
共
有
す
る
人
び
と
の
集
団
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
齢
に
関
係
な
く
、
家
庭
は
、
若

い
彼
ら
が
自
分
た
ち
の
困
難
や
難
題

に
つ
い
て
気
軽
に
話
し
で
き
る
場
所

で
あ
る
べ
き
で
す
。
時
間
は
、
彼
ら

の
問
題
を
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
彼

ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
将
来
の
夢
を
分
か

ち
合
う
た
め
に
使
わ
れ
る
べ
き
で

す
。
現
代
社
会
に
あ
っ
て
は
、
信
仰

の
問
題
に
つ
い
て
十
分
に
語
り
合
う

部
屋
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
宗
教
は
子

供
の
最
初
の
先
生
で
あ
る
両
親
と
そ

の
家
庭
で
始
ま
り
、
信
仰
が
育
ま
れ

る
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
多
く
の
両

親
が
子
ど
も
た
ち
を
教
会
へ
と
連
れ

る
こ
と
の
難
し
さ
を
語
る
の
を
耳
に

し
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
私
が

出
会
っ
た
た
く
さ
ん
両
親
が
、
そ
の

子
ど
も
た
ち
に
、
無
信
仰
の
友
人
に

影
響
さ
れ
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
カ
ト

リ
ッ
ク
学
校
以
外
で
の
活
動
を
許
さ

な
か
っ
た
こ
と
、
特
に
日
曜
日
の
ミ

サ
に
必
ず
家
族
で
教
会
に
行
く
よ
う

に
し
た
こ
と
で
、
子
ど
も
が
信
心
深

く
、
神
を
畏
れ
る
も
の
と
し
て
成
長

し
て
い
っ
た
こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
は
思
い
出
さ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
イ
エ
ス
が
こ
の
世

に
来
ら
れ
た
の
は
、
私
た
ち
が
教
会

の
う
ち
に
あ
っ
て
、
神
の
家
族
と
な

る
よ
う
、
そ
の
場
所
を
作
る
た
め
で

あ
っ
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
成
聖
へ
の
長
い
歩
み

を
続
け
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
の
旅
の
他
の
一
ペ
ー
ジ
、
別

の
一
年
を
歩
み
だ
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
よ
く
、
新
年
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
す
が
、
重
要
な
こ

と
は
た
だ
一
つ
の
こ
と
だ
け
で
す
。

二
〇
一
七
年
を
迎
え
て
、
神
が
私
た

ち
と
共
に
い
て
く
だ
さ
る
と
い
う
、

強
い
信
仰
を
持
つ
よ
う
に
努
め
て
参

り
ま
し
ょ
う
。

　
訂
正
と
お
詫
び

  

先
月
号
三
ペ
ー
ジ
「
ニ
ヌ
フ
ァ
星
」

日
本
語
の
本
文
下
か
ら
６
行
目
の
「
再

開
」
は
「
再
会
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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奉献文について　　教区典礼委員   新田　選             

  私たちはミサに与るたびに、司祭が奉献文を唱えるのを聞いていますが、この奉献文が四つあることを知っ
ていますか？ 司祭が唱える奉献の祈りに、心合わせて祈っているでしょうか？奉献文という祈りを、初めか
ら終わりまで唱えるのは司祭だけです。司祭は in persona Christi　即ち（キリストの名によって、キリス
トと共に、キリストの内に）父なる神に向かって奉献の祈りを捧げる役目を負っています。
　現在使われているミサの奉献文はすべて初代教会から受け継がれてきたものです。第一の奉献文は一番古
く、シリア地方の典礼であり、特にエルサレムとダマスコの教会で使われていました。ローマの信者がそれ
を利用していたので、今も「Canon Romano」（ローマの奉献文）と呼ばれています。トレントの公会議（1562
年）において、カトリック教会の典礼は、すべて、ラテン語で行われると決められ、更に 1570年に、教皇ピ
オ五世はこの奉献文（第一奉献文）を少し手直して、カトリック教会の唯一のものとしました。そのため、第
二～第四奉献文は使われなくなりました。また、信者の数が少ない時以外は、司祭は日曜日のミサを始めか
ら終わりまで歌わなければなりませんでした。
　第二奉献文はローマの聖ヒポリテュス（三世紀の初め）の「Ｔraditio Ａpostolica」（使徒的伝統）で述べら
れています。第三と第四の奉献文は、五世紀の終わり頃のもので、「Ｃonstitutio Ａpostolica」（使徒的規則）
に書 き記されています。
  第二バチカン公会議（1962～ 1965年）では、第二から第四の三つの奉献文を改めて使用できることが決め
られ、また、それぞれの国の言葉を使うことも許されました。
　時代と場所によってミサの式次第は変わってきましたが、典礼の中で新しくなったものは三つだけです。
まず聖霊の働きを願う「Epiclese」（エピクレジス）、次に「Gloria」（栄光の賛歌）、最後に「Agnus Dei 」（平
和の賛歌）です。 
　第二バチカン公会議以降、第二、第三、第四の奉献文には二つの「Epiclese」が取り入れられました。一つ
は聖変化の前に、聖霊によって、供え物であるパンとぶどう酒が聖とされ、キリストの御体と御血になるよ
うに願うことであり、もう一つは、聖変化のすぐ後に信徒も、聖霊の交わりの中で、聖とされ、神に捧げら
れたものとなり、キリストと共に一つの体、一つの心、一つの霊となるように願うことです。
　「キリストによって、キリストと共に、キリストの内に…」と言う奉献文の最後の部分を信者たちが司祭と
共に唱えることは許されていません。司祭がそれを歌っても、歌わなくても世界中のキリスト者はただ「アー
メン」だけ答えます。しかし、日本の教会では奉献文の最後の部分が歌われる時だけ、信徒たちが「すべての
誉れと栄光は、世々に至るまで」という部分を歌う許可を受けました。しかしながら、司祭がそれを唱える
時には世界中の教会の信徒たちと同じように、日本の信徒も「アーメン」とだけ答えます。
  奉献文は司祭がその役務として唱えることを許された祈りですが、祈りの内容に心を留め、共に心合わせて
祈ることは、ミサに与る私たち一人ひとりの務めでもあります。奉献文に目を通して、その祈りを味わって
みてはいかがでしょうか。

　
二
〇
一
六
年
十
二
月
十
一
日
、

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
学
院
チ
ャ
ペ
ル

に
て
宗
派
を
超
え
て
集
う
一
夜
、

県
民
ク
リ
ス
マ
ス
に
参
加
さ
せ
て

頂
い
た
。

  

プ
ロ
グ
ラ
ム
第
一
部
コ
ン
サ
ー

ト
。「
セ
ラ
の
会
」「
カ
ト
リ
ッ
ク

シ
ス
タ
ー
ズ
」「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

グ
ラ
テ
ィ
ア
」「
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム 

ソ
ロ
」「
仲
地
あ
か
り
」、
そ
し
て
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
神
谷
武
宏
師
（
普

天
間
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
牧
師
）。
プ

ロ
グ
ラ
ム
第
二
部  

燭
火
祈
祷
。

　
音
楽
と
は
神
か
ら
授
か
っ
た
調

べ
、
あ
る
い
は
、
聖
霊
の
息
吹
な

の
だ
ろ
う
か
。
カ
ト
リ
ッ
ク
シ
ス

タ
ー
ズ
の
「
平
和
の
祈
り
」「
ク
レ

ド 

ド
ミ
ネ
」
と
天
使
た
ち
の
歌
声

が
、
そ
の
高
音
と
低
音
か
ら
紡
ぎ

だ
さ
れ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
狭
間
に
、

え
も
言
わ
れ
ぬ
高
揚
感
を
感
じ
た
。

　
こ
れ
を
聴
く
為
だ
け
に
私
は
此

処
に
来
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
羊
飼
い
に
託
さ
れ
た
伝
言
、
マ

リ
ア
の
想
い
（
ル
カ
２
・
１
～
２
０
）
。

メ
サ
イ
ア
か
ら
の
ハ
レ
ル
ヤ
の
力

強
さ
、
ア
ド
ラ
ム
ス
テ
ド
ミ
ネ
と

今
で
も
、
そ
の
響
き
が
残
っ
て
い

る
。  

　
音
楽
は
ひ
と
時
、
私
た
ち
の
心

を
止
め
、
ま
た
、
明
日
へ
と
向
か

う
糧
と
も
な
る
も
の
。

家
庭
内
不
和
か
ら
国
と

地
域
の
諍
い
ま
で
、
繰

り
返
さ
れ
る
歴
史
に
、

た
だ
、
救
世
主
を
待
ち

わ
び
る
だ
け
で
な
く
、

ど
う
か
願
わ
く
ば
、
他

宗
教
か
ら
無
宗
教
の
人

た
ち
ま
で
、
皆
が
一
つ

に
な
る
よ
う
に
一
致
を

め
ざ
し
て
、
真
の
平
和

を
こ
の
手
で
掴
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う

願
っ
て
や
ま
な
い
。

　
最
後
に
は
各
々
が
ロ

ウ
ソ
ク
に
灯
を
点
し
て

閉
会
と
さ
れ
た
。

県
民
ク
リ
ス
マ
ス

与
那
原
教
会
　 

佐
藤
　
芳
樹
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無
原
罪
の
聖
母
ミ
サ

泡
瀬
教
会
　

　
毎
年
十
二
月
八
日
が
そ
の
祭
日
と
定

め
ら
れ
た
無
原
罪
の
聖
母
の
祭
日
で
す

が
、
今
回
は
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
を
歌
っ

て
お
祝
い
し
た
い
と
、
十
二
月
十
一
日

の
午
後
三
時
か
ら
泡
瀬
教
会
に
お
い
て
、

押
川
司
教
様
に
主
司
式
を
お
願
い
し
て

ミ
サ
を
捧
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
開
南
教
会
所
属
の
前
田
先
生
の
元
、

泡
瀬
教
会
で
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
の
練
習

を
続
け
て
い
る
チ
ェ
リ
ス
聖
歌
隊
と
、

宮
古
島
平
良
教
会
で
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌

の
練
習
を
始
め
た
有
志
が
協
力
し
て
司

教
様
に
ご
ミ
サ
を
依
頼
し
て
実
現
さ
せ

ま
し
た
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
伝
統
の
中
で
育

ま
れ
た
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
も
、
歌
わ
れ

な
く
な
っ
て
久
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
日
本
の
各
地
で
、
グ
レ
ゴ
リ

オ
聖
歌
を
歌
っ
て
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ
る

機
会
も
増
え
て
き
て
い
る
現
状
も
あ
る

そ
う
で
す
。
教
皇
様
の
お
ら
れ
る
バ
チ

カ
ン
で
は
、
世
界
中
か
ら
や
っ
て
く
る

巡
礼
者
た
ち
が
言
葉
の
違
い
を
越
え
て

祈
れ
る
よ
う
に
、
典
礼
に
お
い
て
は
ラ

テ
ン
語
が
今
で
も
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
練
習
に
参
加
す
る
私
た
ち
の
思
い
も

様
々
で
す
。
ミ
サ
曲
や
信
仰
宣
言
を
ラ

テ
ン
語
で
い
っ

し
ょ
に
歌
え
た

ら
、
巡
礼
に
行
っ

た
と
き
に
さ
ら

に
大
き
な
思
い

出
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
練
習
を
始

め
た
人
も
い
ま
す
。

　
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
が
発
布
し
た

「
典
礼
憲
章
」
は
、
第
六
章
に
教
会
音

楽
を
掲
げ
、
一
一
六
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖

歌
と
多
声
音
楽
）
の
項
目
で
、「
教
会
は
、

グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
を
ロ
ー
マ
典
礼
に
固

有
な
歌
と
し
て
認
め
る
。
し
た
が
っ
て

こ
れ
は
、
典
礼
行
為
に
お
い
て
、
他
の

同
等
の
も
の
の
間
で
首
位
を
占
め
る
べ

き
で
あ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
教
会
の
宝
と
も
い
う
べ
き
聖
歌
が
こ

れ
か
ら
も
典
礼
の
中
で
歌
い
継
が
れ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
、
私
た
ち
は
今
後

も
練
習
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
毎
週
火
曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
、

泡
瀬
教
会
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
一
緒

に
歌
い
賛
美
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

                           

（
今
井
真
由
美
）

熊
本
支
援
セ
ン
タ
ー
報
告
会         

コ
ザ
教
会

　
当
教
会
主
任
の
ヨ
ア
キ
ム
神
父
様

は
、
教
区
の
カ
リ
タ
ス
担
当
司
祭
で
も

あ
り
ま
す
。

　
今
年
四
月
の
、
熊
本
・
大
分
地
震
を

受
け
て
、
カ
リ
タ
ス
福
岡
が
熊
本
の
菊

池
教
会
に
設
置
し
た
支
援
セ
ン
タ
ー

に
、
教
区
か
ら
の
人
的
支
援
と
し
て
、

首
里
教
会
の
新
田
氏
が
三
ヶ
月
余
り
菊

池
の
支
援
セ
ン
タ
ー
に
滞
在
し
て
い
た

経
緯
か
ら
、去
る
十
二
月
十
七
日
（
土
）、

当
教
会
で
新
田
氏
に
よ
る
報
告
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
、
熊
本
支
援
セ
ン

タ
ー
は
閉
じ
ら
れ
た
も
の
の
、
カ
リ
タ

ス
福
岡
が
支
援
を
継
続
し
て
い
る
こ

と
、
日
本
に
お
い
て
は
東
日
本
震
災
を

受
け
て
、
今
尚
三
つ
の
カ
リ
タ
ス
ベ
ー

ス
が
東
北
で
活
動
を
継
続
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
田
氏
が
菊
池
教
会
の
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
ら
れ
た
間
に
、
全
国
か
ら

三
〇
〇
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
そ
う

で
す
。
下
は
高
校
生
か
ら
上
は
七
十
歳

を
超
え
る
方
々
ま
で
、
何
か
自
分
に
で

き
る
支
援
が
あ
れ
ば
と
や
っ
て
来
た
そ

う
で
す
。

　
活
動
は
様
々
あ
っ
て
、
瓦
礫
の
分
別

や
集
積
場
へ
の
運
び
出
し
、
避
難
所
の

清
掃
、
ペ
ッ
ト
の
散
歩
に
農
業
支
援
、

被
災
地
を
花
で
飾
る
運
動
や
相
談
所
等

の
場
所
が
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
の
配
布

等
、
地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

様
々
な
支
援
の
要
請
に
応
え
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
手
配
や
送
迎
等
の
役

割
を
担
っ
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。「
そ

こ
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
て
、
私
に
差

し
伸
べ
ら
れ
る
手
が
あ
る
か
ら
ス
ー
ッ

と
差
し
出
し
た
」、
そ
れ
が
当
た
り
前

と
い
っ
た
感
覚
で
来
ら
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
に
大
き
く
教
え
ら

れ
、
大
変
刺
激
に
な
っ
た
と
新
田
氏
は

語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
熊
本
に
来
ら
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
た
ち
の
大
半
が
、
先
年
の
広
島
水
害

や
東
日
本
大
震
災
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

気
負
う
こ
と
な
く
、「
困
っ
て
い
る
と

き
は
お
互
い
さ
ま
」
と
言
っ
て
お
手
伝

い
で
き
る
多
く
の
人
び
と
に
出
会
い
、

善
き
サ
マ
リ
ア
人
は
決
し
て
夢
物
語
で

は
な
く
、
私
た
ち
の
踏
み
出
す
小
さ
な

一
歩
が
大
き
な
助
け
と
な
る
こ
と
を
氏

は
実
感
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
カ
リ
タ
ス
の
こ
う
し
た
活
動
が
継
続

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
私
に
も
で
き
る

様
々
な
支
援
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　（
大
嶺
幸
子
）

バ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

              

与
那
原
教
会 

  

新
垣
好
美
さ
ん
の
バ
イ
オ
リ
ン
リ
サ

イ
タ
ル
が
、
去
る
十
二
月
十
九
日
、
八

重
瀬
町
に
あ
る
音
楽
堂
で
あ
っ
た
。

　
好
美
さ
ん
は
、
主
日
の
ミ
サ
で
、
バ

イ
オ
リ
ン
の
伴
奏
を
加
え
、
典
礼
の
祈

り
を
豊
か
に
し
て
い
る
。

  

リ
サ
イ
タ
ル
で
は
、
木
の
ぬ
く
も
り

と
香
り
が
す
る
小
さ
な
ホ
ー
ル
に
、
ル

ノ
ア
ー
ル
と
ゴ
ッ
ホ
の
絵
を
展
示
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
雰
囲
気
を
演
出
し
て
目

も
楽
し
ま
せ
た
。
進
行
係
の
ピ
ア
ノ
調

律
士
さ
ん
は
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
、

曲
へ
導
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

  
第
一
部
は
バ
ッ
ハ
の
曲
。
三
十
分
の

曲
は
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
弾
き
終
え
る
。

右
手
の
弓
の
リ
ー
ド
で
左
手
の
指
た
ち

が
上
下
に
微
妙
な
変
化
を
つ
け
な
が

ら
、
音
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
音
色
の

変
化
が
耳
に
心
地
よ
い
。
目
を
つ
ぶ
っ

て
バ
ッ
ハ
の
世
界
に
入
り
こ
む
。
曲
の

内
容
は
知
ら
な
い
が
、
好
美
さ
ん
の
一

心
に
弾
い
て
い
る
姿
は
愛
ら
し
く
愛
お

し
い
。

　
二
十
分
の
休
憩
後
の
第
二
部
は
、
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
。
仲
村
渠
悠
子
さ
ん
と
の
、

ピ
ア
ノ
と
バ
イ
オ
リ
ン
の
共
演
で
あ
っ

た
。
第
一
部
の
雰
囲
気
と
異
な
り
、
あ

た
か
も
天
使
た
ち
が
羽
を
大
き
く
広
げ

て
喜
び
い
っ
ぱ
い
、
上
へ
下
へ
横
へ
と

踊
っ
て
い
る
よ
う
な
躍
動
感
の
あ
る
曲

で
あ
る
。
わ
た
し
一
人
だ
っ
た
ら
、
立

ち
上
が
っ
て
踊
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

  

窓
か
ら
見
え
る
木
の
小
枝
の
葉
も
、

風
に
吹
か
れ
、
曲
に
合
わ
せ
て
ゆ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
て
楽
し
か
っ
た
。

  

バ
ッ
ハ
と
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
曲
に
感

謝
の
二
時
間
で
あ
っ
た
。

（
稲
国
政
子
）
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 主の平和と喜び

　新しい典礼年を迎え、教区の計画に思いを馳せるとこれまで大切に回を重ねて実施してきた「サマー
キャンプ」が 50 回目を迎えることに気付かされます。
　「サマーキャンプ」といえば皆さんご承知の通り、わが教区が総力を上げて取り組み、教区の未来を
担う子供たちのために、多くの人の犠牲と忍耐、厳格と寛容、喜びと希望の協力を用いて神ご自身が培っ
てきた神との出会いの場、神からの恵みの場です。
　しかし、その大切な教区行事の最適な開催揚所として活用されてきた『黙想の家』は、老朽化によ
り築 50 年を目前にしてき危険な状熊になってきました。これまでも 30 年ほど前に防水等の外壁改修
工事を行ってはいますが、潮風や暴風雨の影響を受けコンクリートの亀裂等が進み、現状のままでは
安心して使える建物ではなくなってきたのです。とはいえ、この建物は先人たちが丹精こめて建設し
たため、いまだ十分に建物としての耐力度を保っており、改修によって十分使えることが調査によっ
て分かりました。そこで、神との出会いの場である「サマーキャンプ」が 50 周年の節目を迎えるにあ
たり、その最適な開催場所である『黙想の家』をもう一度安心して使える建物とするために必要な大
改修工事を記念事業の一環として実施したいと考えました。
　そこで、去る 12 月の司祭・助祭会議で、主の御降誕祭から御復活祭までの期間、各小教区で特別
献金箱を準備して募金し、この期間の募金頓では不十分な場合は、特別献金日を定めてこの事業費
30,000,000 円を目標に教区を挙げて取り組むことを司祭団と共に決定しました。
　つきましては、各小教区において本事業についての理解を深めつつ、事業参加の輪が隅々にまで行
き渡りますようご協力と祈りを宜しくお願いいたします。

•••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••サマーキャンプ５０周年記念事業サマーキャンプ５０周年記念事業
黙想の家大改修工事への協力お願い

那覇教区長　ベラルド  押川  壽夫 司教

特別献金振込口座：沖縄銀行大道支店 （121）普通預金  1918019 

宗教法人カトリック沖縄教区　代表役員　押川壽夫


